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【はじめに】強誘電体 LiNbO3は、その非線形感受率の大きさから高調波発生や電気光学素子に応

用されており、また高強度な THz波の発生にも利用されている。高強度 THz波を用いることで強

誘電体ソフトモードの非調和振動[1]といった様々な非線形・非調和特性を測定することが可能で

あり、そのため THz周波数帯に存在する強誘電体の格子振動（フォノンポラリトン）のダイナミ

クスを観測することは重要である。これまでに超高速なダイナミクスをシングルショットで観測

する手法としてチャープパルス分光法が考案されたが、この手法には時間分解能に近い応答を観

測する場合、ポンプ光による変調成分とチャープパルスとの干渉によってスペクトル波形が歪ん

でしまうという重大な欠点が存在する。我々は、この課題を解決する手法として分散補償と和周

波発生を用いた分散補償チャープパルス分光法に着目している。今回、本手法を用いて LiNbO3

結晶のフォノンポラリトンの測定を試みた結果について報告する。 

【実験と結果】光源には Ti:Sapphire マルチパス再生増

幅器（中心波長 790 nm，パルス幅 130 fs，繰返し 1 kHz）

を用いた。チャープを付与したプローブ光をポンプ光

と同時に試料へ入射し変調を与えた後、分散補償を行

い、チャープを付与した読み出し光との和周波スペク

トルを分光器で測定することで、歪のない波形を得た。

ポンプ光の偏光は LiNbO3の結晶軸に対し 45 度傾け、

また、プローブ光の偏光は c軸に対して平行及び垂直

の方向となるようにし、光ヘテロダイン検出の配置で

測定した。 

図は、得られた時間波形とそのフーリエスペクトルを

示している。先行研究[2]で報告されている 3 THz、4 

THz のフォノンポラリトンによる振動構造を本手法

でも明確に検出することができた。以上の結果は、本

手法が THz 周波数帯の超高速な応答の計測に有効で

あることを示している。 
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Figure: Time-resolved transmission and 

Fourier spectra of phonon-polariton 

oscillations of LiNbO3. 
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